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９ 月 定 例 議 会
請願

都計審に地域住民が意見書提出

住民合意が基本の街づくりを
８月２日に県都市計画審

議会が行われ、新松戸駅東

側の土地区画整理事業につ

いて、地元住民から「土地

所有者の明確な合意がない」

などとする意見書が出され、

口頭陳述が行われました。

この事業は、松戸市がすすめる約２．６㌶

の駅前再開発計画で、住民所有の土地が平均

７７．４２％も大幅に縮小され、今後建てる

マンションの各階の床を換わりの土地扱いに

するというものです。

審議会委員である加藤英雄県議は、事業内

容を問いただし、「公共施工の事業であるな

らば、地域住民との十分な合意がなければな

らない」と指摘し、意見書

の採択を主張しました。し

かし、意見書は不採択とな

りました。

シンポジウム参加者の要望書に答える

松戸に児童相談所新設も検討
松戸市で市民や

超党派の議員が参

加して行われた、

「子どもの命と尊

厳を守れ！松戸に

児童相談所の新設

を」の緊急シンポジ

ウム参加者が、８月２日に県へ要望書を提出

しました。

提出には、みわ由美県議、松戸市議団、さ

いとう和子前衆議院が参加。浅野ふみこ、し

いばかずゆき、両県党副委員長も同席し、交

渉に加わりました。

参加者は松戸市議会で児童相談所の新設を

求める意見書が採択されていることを上げ、

早急に県立児童相談所を作ることなど７項目

を要望。県から「松戸市内に周辺自治体も管

轄する前提で新設も検討する。」という回答

を引き出しました。

参加者と要望書を手渡すみわ県議加藤英雄県議団長


